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第 1章 総則

第 1条 日本
`lう

副磁← がん学会 似下本学会)は、小児血凌痴諮 よOJヽ児がん領域に関する面 端
と十分な経験および錬磨された技能を備える優れた臨床医 (以下これを小児血液・がん専F5医 [以下

専門医]およδ′燎 がメυ勒 医[以下認定外科国 と称する)｀ を養成し、ガす血灌疾患およ夕 |り見

がんの子どもたちに質の高い専門医療を提供するために、本学会に寺朝医制度を設けるものである:

第 2章 、委員会および部会

第2条 倭員会の調動 専門医制度の運営のために本学会に常設の専門医制度委員会 (以下委員会)を設置
する。1      .

第3条 (委員長および委員の図つ 委員会委員長 0下委員長)は、理事が担当し、理事長がこれを指洛・
委嘱する。委員長は若干名の委員を推薦し、理事会の承認を得て、理事長がこれを委嘱する。

第4条 (委員長の職の 委員長は委員会を管掌し、委員会を招集して議長を務め、議事録を作成し理事会に
け る。        ｀    ´ ′‐t     ,   

‐
   .(

第 5条 (委員会) 委員会は委員の過半数の出席をもつて成立し、出席者の過半数をもつて議決する。寸否
同数の場合は類 長が決するものとする6委員長が必要と認める場ヘ メー/端 をもらて委員会
の議決に換えることができる。

第6条 (委員の任期  委員ならびに委員長の任期は2年としミ連続再任は2回 (合計6年)までとする。

第7条 (部会の調曰 委員会内に下記の3つの部会を置く。
11.専門医・右辞諄黎縫繕査部会
2.専門医硼笏観嘩讃渕会                        '
3.研修カリキユラム部会        :                     ン

第8条 、椰会長および部会員の選任)委員長は委員のな力功 らヽ部会長各1名と部会轟 鵜 し、理事
会の承認を得て理事長が委嘱するざ部会長は必要に応じて若干名の制会員を学会員の中から追加推
薦することができる。推薦された部会員は委員会(理事会の承認を経蝶 が委嘱する。

第9条 (専門医・指導医資格審査部会) 専門医・鮮導医資格審査部会は、専門医・小児血液・がん指導医
(以下、指導EIIl ご認定外科医の認定申請受付、試験問題の作成:… ょび審査を行い、そ
の結果を委員会に報告する。また専門医・指導医・冒績ジ瞬医の資格更新を管掌する。     :

第10条 ltF]団暢 耐 解 紺 会)専 F]団陽 ぼ 鍵 部 はヽ ガ班血液。がか評雅蒟罷施設 り下(´
専門医研修晦動 の認定申請受付、認定基駒嗜奏)く審査と研修計画の審査を行い、その結果を委
員会に報告する。また専門%の 認定更新を管掌する。本部会は必要に応じて専門医研修施_
設の監杏を行う6.                     .    :

第 11条 研修カリ.キュラム部会) 研修カリキ主ラム部会は専Fヨ医研修カリキュラム 似 下、研修カリキ
ュラム)の作成と改訂を行う。また、専門医`認定外科医取得および更新のための教育セミ十二似
■ 「教育セミナこ」)の企画と実施運営桁 うとともに、関

―

治うをミ‐ について
教育セミナーとしての認定審査を行う。    `     、
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第12条 (会員の傍
" 
会員が委員会および部会の傍聴を希望する場合は、委員長または部会長の判断に

より、会員の傍聴を認めることができる。

第 3章 ガ蜆 血液 。がん専門医認定の要件

第13条 1/」う枷 液。が抑 医認定申請のコ→ ガリ血 液。がん専門医の認定を申請する者は、次の各
項の条件を全で満たさなければならなυヽ

1.(基本領域の専門Dガリ訴押妻P]医であること。       .
'2.(が
ん治療認定D日 本がん給源認定医機構がん治療認定医 (以下、がん冶療認定回 、また
は日本血液学会血液専門医 (以下、血液専門医)であること。
31(会開 :申請時において継続して3年間以上本学会会員であり、会費を完納していることし
4.(臨床経験年数)卒後初期研修修了後5年以上(∫、児血液およOJ、児がんを含む

`J、

児科臨床に携
.わうていること。
5.(研修期間)24カ明以上本学会の専門因囲りな熱朝 属し、定められた研修カリキュラムを
1   修了していること。                                ヽ

6.(臨床経験)帷 カソキュラムに定める痴計 と症例数 (因 所血液 ,力沈岸会専門医制度
施行細則 (以下、細則)第 8条)の隋 を有することき

7.嗜 細則第6条に定める学会・教育セミナァに調帝し、糸順l145条に定める研修単位

数を満たすこと。       ´
8」 (学術業績)細則第5条に定める専門領域の学会発表、および論文があること。   、
9.(申請助 級 l1410条に定める申請料を期日までに納めること

第14条 (血液専門医資格の取り扱υ, 日」杓餞薩考 力ヽ滞碇り
‐
る血祀 ]医の資格を有する者は、本学会

の専門医研修施設において、ガす血液およ0」 児ヽがんの臨床に専ら従事して定められた研修カリキ

ュラムを修了していることを前提として、研修期間と経験症例および血液学に関する試験の重複項
・
目が免除される。          ‐        ｀

第4章 イ班血液 。がん専門医試験 ‐  :

第15条 1/1ヽ i勘副更・がん専F5医試験)試 験の詳細については細則で定める。
1.評噸剣ま午に1醐 テナる。. :     ‐
2.議 は筆記試験および口頭試間とし、小児血液・がん専門医として十分な知識、技術を有して
いることを問う問題に回答を求めぅご

第5章 カリ帥 液・がん専門医の認定

第16条 (専門医資格の家ω 委員会は、専門医・指導医資格霞査誰会にて申請者の申請書類および専門
医試験の民館 果をもとに合否を判定して合格者を専門医として理事会に推薦する。

第17条 に認定料の納付、および:認定証の交付)理事会は委員会により推薦された者に対し専門医とし
て承認を与える。理事長は申請者に合否を勘 しt合格昔に1訴限l14~10条に定ゅるi謝辞勒測限

までに学会に振り込まれたことを確認した後、専門医認定証を交付する。ただし、正当な理由がな

く、榊 後3カ明以内ヤ司納付さげ謙場含ま、馴醒蒙手を鳴 る。  1

第18条 儘碇期間)調 間tま 5年間とする。

3

-3-



日本小児血液・がん学会専門医制度規員l ver.10

2011.1126

第 6章 4萌血液 。がん専門医資格更新                  :

第19条 (専門医資格の更新要件)月沢血液・がん専門医の資格更新にあたつては、以下の更新条件を満た
さなければならなし、資格更新は、 5年ごとに行うものとする。    ,        ´

1.直近の 5年間に小児血液・がん専門医とレ
`、

紳則第12条に定ゅる臨床経験を有してぃるこ
と。

2.直近の5年間に糸暇l1411条に定める研修実績があること。         .
3.直近の5年間に細則第11条に定める学術業績があること。
4.学会年会費を完納していること。              ヽ
5.細貝l1410条に定める更新料を期日までに納めること:

第20条 (更新認定と認定証の交付)専 門医・指導医資格審査部会において細則第11条の規定に基づい
て書類審査を行うざ委員会は、その結果1理きづいて専門医資格帥 可否測 定し、専門医資格更

新者を理事会に推薦する。理事会は委員会により推薦された者に対し専門医資略更新の承認を与え
:る。理調議ミ}瀕専門

―

を姉 る。

第7章 イザ血液・がん専Fl医資格の喪失・取り消し

第21条 (資格の喪知  専門医は次の場合資格を喪失する。
1.本人から辞退届けが提出された場合     '
i2.本辞イミをは髪ヽ し楊
3_医師資格を喪失した場合      :
4.小児科専門医の資格を喪失した場合
5.血液専F5医の資格、あるいは、がん治療認定医の資格を喪失しく両者の資格をともに有しなく
なった場合

6.申請書類の資格要件の記載臨 が認められた場合 (委員会の審査を経る)
7.専門医更新手続きを行わなかった場合           .

第22条 籟熊の取り消し)理 事長は 本学箸評]医として看過できなし葡為があった者1射して、委員
会と理事会において公平な審査を行つた後く長需5医資格を取り消すことができる。

第8章 イ悦麟 ・がス″旨導崖猛        
〕
  :      ■  l

第
等   、席恣饒膜藉鐘t[鵞】撃‖ 驀
発足時においては、付則に定める小児血液・がん暫定指導医 (以■ 暫定指導り を認定する。
1.申請時点におぃてデ利人レlす駈南きがん専門医であること。
2`通算8年以上の本学会鐸講勘 あヽり、10年以上のブI所血液およOJヽ児がん膿 よび研究の
経験を有すること。            、        、   ′
3.細則第14条に定める専Fヨ領域の学会発表、および論文があること。         ・

1   4.,学会年会費を完納していること。

第24条 (領域指導医の認趙到0 本学会は専門医を育成するために小児科、小)シ辮以外の領域κ小児
がん領域に関する十分な学識と経験を有し、以下の要件をすべて満たす者を領域指定した領域指導医と:し

"る
。 .             ‐

1.基盤学会または関連学会の専門医であること。
21 3年以上の本学会の会員歴があること。             1       ‐

-4-
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3.系暇り第14条に定める専門領域の学会発表、および論文があること。
4.― を完納していること。                            

‐

第2ら条 (指導医認定の審査)委 員会は、専門医 指`導医資格審査部会にて第23条 第24条の規定に
基づいて申請者の書類審査を行い、その結果をもとに判定し指導医を理事会に推薦する。   |

第26条 (指導医認定証の交付)理 事会は委員会により推薦された者に対し指導医として承認を与えるょ
嘩 は申諸 に構 睡覇酵彗証を姉 る:

第27条 (指導医認定期間)認 定期間は5年間とする。

第 9章 ガ現血液・がん指導医資格更新の要件、資格喪失・取り消し

第28条 (指導医資格更新の要件) 指導医資格更新には、以下の要件をすべで満たすものとする`指導
医

・資格の動 よ 5年ごとに行うものとする。

1.更新申請も気において刀サm翅乏。がスノ専門医であること。                    |
2.糸眼り第14条に定める専F5領域の学会発表、およιド論文があること。   |    :
3.::妻斜午会費を完納していること

第29条 使漸認定と詢 交0 専門医・朧 資麟 腱合において系暇J第 15条の規むこ基づい
て書類審査を行う。委員会は、その結果1理きれ て`指導医資格更新の可合を判定し、指導医資格更

新者を理事会に推薦する。理事会は委員会により推薦された者に対し指導医資格更新の承認を与え

る」理聾卦長は指醍謳覇諜痛酌む証をお る。               :           ■   i

第 30条 鮮導辱資格の喪知  指導医は次の場合資格な る。

1,本人から辞週届けが提出された場合
'  2.外■書粂な し楊
3.医師資格を喪失した場合          l          i    、

4.ガリ勘副■がん専門医め資格を喪失した場合

|.申請書類の資格要件の記載に虚偽が認められた場合 (委員会の審査を経る)
6.       きを行わなかった場合   :   `           '     |

第31条 (指導医資格の取り消し) 本学会指導医として看過できない行為があった者は委員会と理事会に
, おいて公平な審査を行つた後、議決により指導医資格を取り

'消
すことができる。          _

.第 10章 ガヽ児がん認定外科医の認定

第32条 1/Jザ己が動 医認定申請の印  小児がん認定外科医め認定を申請する者は、次の各項の
:    条件を全で満たさなけねフばならなし、
1.麟 領域の専門D彫 移新平妻卸桁幸評]医 (以下、外科専門医)であること。 |
2.けブスペシヤリティの専門国 日本小児

"評
妻針l現外科専門医 (以下(小捉外科3~F5D

であること。   ■
'    3.(がん指源罰碇肇∋がん7嚇 医であること。(軸 医を含む)       、
4.(会劇り 申請時において継続して3年間以上本学会会員であり、会費を完納していること。
5.(臨床経験)細貝U第 17条に定める小児がん症例の手術経験を有すること。
6.帷 節 級 l17~6条に定める学会 :教育セミナーに脚常し、糸限」第16条に定める研修単

5                                          !
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位数を満たすこと。

7.(学術判0細 則第 16条に定める専F号領域の学会発表、および論劾 あゞること。    1
8.(申請料)細則第10条に定める申請料を期日までに納めること。

第 33条 1/1サ己がス麻碇外科医認定の審査) 委員会は、専門医・指導医・冒鎖夕悧医資格審査部会にて申
請者の申請書類をもとに合否を判定し、合格者を小児がん卸 医として理事会に推薦する。

第34条 (認定料の納付、および、認定証の交D.理 事会は委員会により推薦された者に対し小児がん認
~  
兵レ需 医として承認を与える。理報 は申請者に合否を融 し、合格者にヤ欝順J第 10条に定める

認定料が期限までに学会に振り込まれたことを確認した後、小児がい 医認定証を交付する。

ただし、正当な理由がなく、

-3カ
明以内に納付されない場合は、岬 を喪失する。

第35条 儘碇期間)認定期間は5年間とする。                 .

第 11章 Jザ己がん認定外科医資格更新

第 36条 1/1サ己がん認定外科医資格の更新要件)ガ現がん認定外科医の資格更新にあたっては、以下の更新
.   条件を満たさなければならなし、資格更新は、5年ごとに行うものとする。,

1.直近のデ再暑劃現がん記碇夕n医として、細則第19条に定めるイ現がん症例に貯 る輸
を離 していること

2.直通の5年間1琳暇l1418条に定める研修業績があること。        ,
3:i直近の5年間ヤ晰畷1第 18条に定める学術業績があること。          1
4.学会年会費を完納していること。
5_細則第10条に定める申請料を期日までに納めること。      :

第 37条 ほ噺認定と認完瓢の交付)専 門医。指導医資格審査部会において細員1第 18条の規定に基づい
て書類審査猜 う。委員会は、その結果に基づいて小児がん認定外科医資格更新の可否を判定し、

小児力漱痛碇外科医資格更新者を理事会に推薦する。理事会は委員会により推薦された者に対し小

児がん認定外科医資格更新の承認を与える。理事長は小児がん認定外科医更新認定証を交付する。

第 12t章 ガリ己がん認定外科医資格の喪失・取り消し :    :

第38条 喰幣の喪知 計ヨ医は次の場合資格を喪失する。 .  |    ・
1.本メめ らヽ硼 届け力婆 出さオし楊           .
2:羅 を退会した場合 ‐    、    1
3.医師資格を喪失しフリ舜)              .     

・

4・ ガザ外秤諏]医?資格を喪失した場合    :
、  5.がん給療認定医の資格を喪失した場合        ..   6.、

申請書類の資格要件の記載に虚偽が認められた場合 倭員会の審査を経る)
7.小児がん認定外科医資格更新手続きを行わな力)った場合

第 39条 螢常の取り消D 理事長は、
…

斜医として看過できなυ葡偽があった者に対して、

委員会と理事会において公平な審査を行つた後、ガヽ見がん認定外科医資格を取り消すことができる。
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第 13章 小児血液。がん専門医研修施設の認定要件

第40条 (専門医研修施設の要件) 専門医研修施設の要件を以下のように定める。ただし、協力可とは、
予め登録された励 施設と励 し職 すことができるものとする。豹 施設は、専F]医研

修施設であることを問わなυヽ 診療協力施設の登録にあたつては、予め当該施設長の子解を得なけれ

ばならなし、ただし、専門医研修施設の暫定認定要件を付則に定めるものとする。

1.ガ、児血液・がん指導医 (暫定指導医を含む)1名以上が常勤で勤務していること。 i     _
2: 刀う見がん認定外科医が常勤で勤務していること。
3. 日本医書 放射線診析専門医または放射線治療専門医が常勤で勤務していること。

激劇線蛤療が自施設、またIょ 診療協力施設でできること。

4. 日本茅罐鯛経漸静聾劃門医が常勤で勤務していること。    
そ               '

5。 自施設、または、診療協力施設力鴻躍移植雌進財団認定施設またはさい帯血バンクネットワ

ーク登録施設であること。

6.直近の3年間1群限勝手22条に示斉勿椿訪動 あヽること。         「 ・´
7.謝 実債l… 例膨結論つガ蜆がル鍛建握都義諜:またIコう[血激 舗簑導業 :|
´ に登録されていることき移植症例については自齢剛

…

元管理プログラム 0硼01  1
に登録されていること。       1      ●                :
8.本学会が定める研修カリキュラム′旬霙要項に基づいて研修カリキュラムが作成され公表され
ていることも自施設で完結しない項目については、他の専門医中 と連携して補完
_し、全ての研修カリキュラムを満たすこと。              ‐
9.院内倫理嗜査委員会が開催さ,ほ 同委員会により承認された臨床試験1彰効日していること。
10.院内の関連部門が参加するガヽ電がんカンファランスまたはこれに準じるものが定期的に開
催さオtt会議録が保存されていぅこと。          |    ‐ |      `

1｀ 1` 緩和ケアチームが活動していること。              |   :   :
12.保育士またはチャイルドライプスペジャリスト等による子どもツ節義範η喘l、 およよ 肺
学級または訪問教師による

―

lla｀あること。i家族の長期滞在施設またはこれに準じ

. る設備カテllHできることが望ましし、         _

第41条 (専門医研修施設蒙ωl ,専門医研修施設審査部会において専門医棚嚇 の審査を行う。委員会
・ はその結果を理事会に報告し、理事会は委員会により推薦された施設の認定を承認する。

第42条 で設定証の交付)理 事長は、第40条に基づき認定を承認された施設に対し、:専門医研修施設認 _
れ を姉 るg    il        '

第43条 :(認定期間)認 定期間は5年間とする。ただし、認定期間中に第40条の要件のいずれ力ヽこ変更
が生じた場合は、速やかに届け出ること。                     1

第14章 ガす血液。がえ矧修施設の資格更新、および資格の喪失・取り消し '

第44条 (更新の要件) 専門医研修施設あ資格更新にあたっては:第40条にテ舞需号医研修施設の要件
をすべて満たさなければならなυゝ 資格更新は、5年ごとに行うものとするt

第45条 (更新と認定証の如m 専門医研修施設審査部会において第40条の規定曜 づぃて書類審査を
,行 う。委員会ヤよ その結果に基づいて研修施設更新の可舎を判定馘 研修施設更新施設を理事会に, ,
1   推薦する。理事会ヤ矮 員会により推薦された施設に対し研修施設更新の承認を与える。理事長は、

1              7
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